
経営者のための安全業務セミナー

９ 月 ４ 日（金） 9時～16時

京北合同庁舎 ２階大会議室

〒60１-0292 京都市右京区京北周山町上寺田1-1

主催・お申込み及びお問合せ先

京都市 産業観光局 農林振興室

TEL ：075-222-3346 FAX ：075-221-1253 （担当：中川、野口）

申込期間：令和８年７月２９日（水）10時
～８月２８日（金）17時

京都市内に事務所を有する林業経営者、管理職

なし



【講師】

Woodsman Workshop LLC． 代表 水野 雅夫 氏
伐倒練習機MTW-01を発案・開発し、全国各地で伐倒練習機を用

いた 技術指導を行うほか、目立てやかかり木処理などの基礎技術、

コーチング（指導者の育成）研修にも力を入れています。 林業に携

わり３０年、２０数年間の現場業務を経て、現在は講師業に専念して

います。

【セミナー目的】

木材価格の低迷に加え、近年の物価高騰による燃料費や資材費の
高騰など、林業経営を取り巻く環境は厳しい状況にあります。

「1本でも多くの木を切ることが大事」と、効率を追求するあまり、

安全への配慮がおろそかになっていませんか？

効率を重視して仕事をすることと、安全に配慮しながら仕事をす

ること、どちらも追及していくのはできないことと諦めていません

か？

従業員の方々に、生産性・効率化と安全性の両立を実現してもら

うために、林業に従事する仲間が怪我なく日々を過ごすために、

我々経営者や管理者、現場指揮者が、何をしていくべきなのか今一

度考える機会にしていただきたく開催いたします。

【プログラム】

労災の現状から“安全”について再考します。林業従事者を対象に
開催する「“安全”な伐倒技術『認識』研修」にて撮影した動画や実

際の受け口、追い口を見ながら、安全業務について考えます。

上記「“安全”な伐倒技術『認識』研修」は、9月1日から3日にか
けて雲ケ畑林業総合センターにて実施されます。伐倒精度の現状を把

握いただける機会となりますので、ご都合よろしければ、ぜひ見学に

お越しください。

＜補助金のお知らせ＞

講習を受講される方で、要件を満たす方は、安全対策物品等の購入補助が受けられます。
・対象経費１／２以内（上限１０万円まで）
・補助対象となる物品

チェーンソー防護ズボン、チェーンソー防護ブーツ、林業用ヘルメットなど

詳しくは
https://www.city.kyoto.lg.jp/sankan/page/0000335429.html

経営者のための安全業務セミナー

効率 か 安全 か 安全 も 効率 も
～経営者の役割を考える～
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